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はじめに

有限既約なモノドロミー群をもつGaussの超幾何微分方程式はHA

Schwarzにより完全に分類されている。その際、１次独立な２つの解の

比による射影球面への(多価)写像の考察が有効な役割を果たした。本研
究では、－変数または多変数の幾つかの超幾何微分方程式について、有

限既約なモノドロミー群をもつための条件、また、そのとき１次独立な

解の比によって定義される射影空間への(多価)写像-Schwarzmap-を調
べる。
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Ｉ
研究成果

研究成果の概要

Gaussの超幾何微分方程式の拡張として一般型冗十,凡,Appell型Ｆ１，

Fh,Ｆｂ,凡，（１(Ｍ､)型超幾何微分方程式等がある。本研究では,主にAppell

FhとＥ(3,6)及び3Fhに対して以下の研究を行った．

１）有限既約なモノドロミー群をもつAppellFhを決定した.その条

件はＦｂがもつ５個のパラメータによって言い表され，本質的に５種類に

分類される.そのいずれの場合もモノドロミー群は簡単な可換群とumtary

reflectiongroupとの半直積になっている．そこに現れるreflectiongroup

はShephard-Toddの分類表の中のimprimitiveなＧ(2,2,4）とprimitive
なNo.28,30,32の群である．No.３０のreflectiongroupは２種のF12のモノ
ドロミー群に現れるが,半直積を構成するもう一方の要素である可換群の

方が異なっている．５種のＦｂの微分方程式系のうち４つは、１次独立な

解４個の問に２次関係式が存在する.残りの１つ,No.３２のunitarygroup
をふくむモノドロミー群を持つ微分方程式については，その解の間に成

立する関係式はまだわかっていない今後の研究課題の１つである．

２）Ｅ(3,6)型微分方程式系はＣ４上定義されたrank6の微分方程式
系と本質的に同じである．それが有限モノドロミー群を持つときにその

６つの基本解の間に成立する関係式,さらに一般に基本解の不変式を求め

ることは今後の課題であるが,そのために微分方程式系を単純なPfaflian

形式に表した．これにより例えば無限遠での特性指数は直ちにわかる．

３）Imprimitiveな有限既約モノドロミー群をもつ一般型”凡-1のあ

る無限系列に対し、その(射影)モノドロミー群とSChwarzMapを詳しく
調べた。その微分方程式の解は代数方程式
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の解で一般型２項関数と呼ばれるW-l/､,－p/Ｍ)と密接な関係がある。

実際、Scl1warzMapの像は、、－１次元射影空間Ｐ"-1内でル変数の基本
対称式のうちの、－２個の共通零点としてあらわされる。また、３次方程

式の解に関するカルダノの公式は、⑫(－１/3,-1/3,Z)と３Fbの関係及び

3Fhの簡単な理論を用いて、完全に級数論の範囲内で導き出せる。
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